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　これまでの活動については、昨年初め、自
己点検評価にもとづく外部評価をとおし
て、これまでの地球研の活動と組織・体制に
ついての評価を、かなり詳細に行なった。
この評価報告書にもとづく地球研のプロ
ジェクト方式を含めた組織・運営体制の見
直し作業を、研究プロジェクトと研究推進
戦略センタ （ーCRD）、研究高度化支援セン
タ （ーCRP）の教員を中心に進めている。
　本稿では、その具体的な作業内容より
も、そもそもどのようなビジョンあるいは
哲学のもとに、地球研の新しいかたちを考
えようとしているのかを、地球研設立以来
の「総合地球環境学の精神」の再確認をし
つつ、述べてみたい。
人間文化の問題としての 
地球環境問題
　まず、地球研の哲学に言及する場合、こ
のタイトルに立ち返らざるをえない。「地
球環境問題は、人間の文化そのものが生み
出したものであり、その解決には、人間の
文化のあり方そのものを問わねばならな
い」とした日髙敏隆初代所長の言は、まさ
に卓見であり、時代を先取りした見方で
あったと私は考えている。地球研を、ほか
の多くの地球環境研究の組織や機関と明
確に区別しているのは、地球研がこれを、
ミッションあるいはみずからの哲学とし
て掲げている点であろう。
　しかしながら、設立当初から地球研のプ
ロジェクト研究や運営に携わってきた多
???????????????????
第Ⅲ期中期目標・中期計画の策定にむけて
??????????15????????
????????????10??????
????????????????????
????????????????????
????????????????????
????????????????????
????????????????????
????????????????????
???????????????????
????????????????????
???
くの研究者は、このことばの意味に戸惑
い、また、みずからの研究プロジェクトの
成果とこの哲学との乖離に悩みつつ、年月
を過ごしてきたことも、地球研の外ながら
比較的ちかい距離にいた人間として、私は
見続けてきた。
　文理融合は、この哲学から出てくる当然
のプロセスである。これまでのすべての研
究プロジェクトは、いわゆる理系と文系の
研究者が共同参加して行なわれてきた。文
理にまたがる研究者たちが、おなじプロ
ジェクト、あるいは所内で区別なく議論に
参加することは、いまや地球研の「文化」と
して当たり前になっている。ただし、真の
意味での文理融合にもとづく研究成果が、
これまでどのていど出てきたのかは、判断
がむずかしいところでもある。
　地球研の研究者はいまも、みずからの分
野（ディシプリン）の研究と地球研に求めら
れる学際的な研究とのあいだで揺れ動い
ている。このことは、地球研そのものが、こ
の15年間でどのような研究成果を出した
のかという点で、学術コミュニティや文部
科学省から評価されるときにも、問題にさ
れる部分でもある。
　しかし、ここでだいじなことは、これま
での分野ごとの研究評価の軸ではなく、学
際研究にとどまらずあとで述べる社会と
の連携・協働を進める超学際研究をどう評
価すべきか、あるいは評価してもらうべき
かである。この議論は、日本でも世界でも
まだきちんとなされていない。地球研で
は、昨年度にステークホルダーたちからの
意見をきくいくつかの機会もすでに設け
ており、研究の「評価軸」そのものの議論
を、学術コミュニティに一歩先んじて進め
ている。
プロジェクト制の問題 
──ボトムアップかトップダウンか
　地球研は設立以来、大学共同利用機関法
人として、大学の研究者コミュニティに、
大型の地球環境研究の場を提供する一つ
????（地球研所長）
の制度として、公募による一定期間の研究
プロジェクトと研究者（教員、研究員）の任
期制を基本原則とした、いわば「流動連携」
方式で研究を進めてきた。その結果、さま
ざまなプロジェクトによるさまざまな成
果はたしかに出してきたが、これらを包含
した「総合地球環境学」としての成果はな
にかという批判が、とくに文部科学省サイ
ドから折にふれて出されてきた。
　たしかに、すでに30ちかいプロジェクト
が終了し、多くの地球・地域環境のデータや
情報などが蓄積されていてしかるべきであ
るが、その側面の発信はまだ弱い。また、そ
れらのプロジェクトをとおして得られた環
境知の統合こそが重要であるが、これは今
後の大きな課題として残されている。
　にもかかわらず、任期制とプロジェクト
方式による流動連携制は、硬直化しがちな
大学や他研究機関の研究組織と差別化し
ている点でのメリットは依然として大き
いと私は感じている。地球研内での研究会
やプロジェクト報告会における忌憚のな
い活発な意見交換（あるいは相互批判）や、
研究者相互の自由な交流は、地球研方式の
ポジティブな面として、今後も活かすべき
であろう。ただいっぽうで、地球研として
のデータや情報の蓄積や研究の継続性は
どう担保されるのか、あるいは、地球研に
?  Crutzen, P. J. (2002). Geology of mankind: the Anthropocene. Nature, 415: 23.
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在籍した研究者のよい意味での帰属意識
をどう涵養し、持続できるかという問題も
残る。プロジェクト終了後も一時的に在籍
できる体制や、CRP/CRDとの人事交流は、
もうすこし工夫すべきであろう。
社会のための科学としての 
「総合地球環境学」
　時代は変わり、社会が大学や研究機関に
期待する役割も変わりつつある。とくに問
題解決にむけた地球環境研究という分野
は、もはや研究者だけでできるものではな
い。文理融合などの学際の視点に加え、社
会との連携・協働を含めた超学際的な視点
に立っての研究が不可欠である。地球研
も、第Ⅱ期から「設計科学」という考え方を
積極的に導入したが、工学や農学、医学な
どのような応用科学としてではなく、超学
際的な地球環境研究とはどのようなかた
ちを取るべきか、第Ⅲ期にむけての重要な
課題である。
　ときをおなじくして、国際的には、統合
的地球環境研究を持続可能な地球社会
にむけて進める国際プログラムFuture 
Earth（FE）が進行中である。私は、FEの国
際科学委員会に参加しており、FEをどう進
めるべきかという議論は、じつは、地球研
が取り組んできた、学際性を発展させた超
学際性にどう進めるべきかという議論と
軌を一にしたものであることを強く感じ
ている。幸い、地球研はFEのアジア地域に
おける研究推進のための事務局に指定さ
れた。これは、地球研がアジアを中心とし
て進めてきたこれまでの学際・超学際的研
究と活動の成果が、世界的にも認められた
一つの証かもしれない。これからの地球研
はFEに貢献するのではなく、むしろ、FEを
リードし実質化してゆく世界のなかの
COEの一つたるべきであり、それが可能な
研究所だと私は確信している。
近代科学の超克をめざして 
──まとめにかえて
　地球研（＝総合地球環境学研究所）の英
語名がResearch Institute for Humanity 
and Natureであることを研究所外の人に
伝えたとき、一部の人からは「えっ？　な
んで？」という声があがる。しかし、多く
の人、とくに日本語名を知らない外国人
は、「なんとすばらしい名前！」と感嘆す
る。地球の環境問題を考える、解決すると
いうことは、まさに、人間と地球の自然の
関わり方やそのあるべき姿を考究するこ
とにほかならない。このような問題を看板
にすえて正面から研究している研究所は、
世界でもほかに類を見ない。この命名に
も、日髙初代所長はこだわったと聞いてい
る。これもまさに卓見であった。
　ルネサンスが人間と自然を再発見した
時期であったとすれば、17世紀に始まった
とされる近代は自然を人間と対峙するも
の、あるいは人間対自然という二元論とし
て認識をしてきた時期であるといえる。し
たがって、近代科学は、自然を理解すると
同時に、利用し改変する対象と位置づけて
発達してきたともいえる。その成果が、私
たちがいま享受している「近代」であり、
「近代化」は人類の進歩の必然の過程とだ
れもが疑ってこなかった。しかし現在、「近
代化」は人類を含む生物圏が拠りどころ
とすべき地球の自然と環境を危うくし
ている。Crutzenら＊により提唱された
Anthropocene(人類世あるいは人新世)
とは、まさにそのような時代である。いま、
私たちがめざすべきは、このような「近代
科学」の見直しであり、「近代科学」の超克
である。その見直し（超克）とは、人間も地
球の自然の一部であり、人間は有限な地
球の自然に依拠してしか生きていけない
存在であることを再確認・再認識する過
程のなかで、人間と自然の永続的・持続的
な在り方を考えてゆくことが含まれる。
Humanity and Natureはしたがって、対
立関係としての人間と自然ではなく、ひと
つの地球システムのなかで、双方の新たな
関係を見出し、共存してゆく道を探ること
にほかならない。地球研の進むべき道は、
まさにこのような「未来可能な」地球を探
る新しい科学をつくってゆくことであり、
人と自然が複合的に一体となった新しい
文化をつくることでもあろう。
年 月 おもなできごと
2001 （平成13） 4 総合地球環境学研究所の創設。初代所長に日髙敏隆が就任
2004 （平成16） 4 大学共同利用機関の法人化により、「大学共同利用機関法人 人間文化研究機構」に所属変更第Ⅰ期中期目標・中期計画が始まる
2007 （平成19） 410
立本成文が第2代所長に就任
研究推進センターを研究推進戦略センターに改組
2010 （平成22） 4 第Ⅱ期中期目標・中期計画が始まる
2013 （平成25）
3
4
10
研究推進戦略センターを、研究推進戦略センターと研究高度化支援センターに改組
安成哲三が第3代所長に就任
Future Earth推進室設置
2014 （平成26） 7 地球研が Future Earth のアジア地域拠点、事務局に選定される
地球研のこれまでの歩み
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文化の問題としての栄養循環
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父に渓流釣りに連れて行かれて
好きになった魚
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プロジェクトリーダーに迫る！
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研究プロジェクト●生物多様性が駆動する栄養循環と流域圏社会──生態システムの健全性
話し手●?? ?（地球研准教授）
聞き手●????（金沢大学人間社会研究域博士研究員）＋? ??（地球研プロジェクト研究員）
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?????おう・ともひろ専門は資源論。 研究プロジェクト「アジア環太平洋地域の人間環境安全保障」プロジェ 研究員。二〇一三年から地球 に在籍。おくだ・のぼる専門は生態科学。 プロジェクト「生物多様性が駆動する栄養循環と流域圏社会──生態システムの健全性」プロジェクトリー ダー 。二〇一三年から地球研に在籍。うちやま・ゆた専門は都市計画、空間情報科学。二〇一五年三月まで研究プロジェクト 「 「メガティが地球環境に及ぼすインパクト
 ――そのメカニズ
ム解明と未来可能性に向けた都市圏モデルの提案」 」 プロジェクト研究員。 二〇一五年四月から現職
。
流域それぞれの生物多様性と 
それを利用する文化
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科学的知見の「見える化」再考
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持続可能な栄養循環にむけて
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進行・編集●内山愉太＋王 智弘
（次ページに続く）
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http:// www.chikyu.ac.jp/rihn/project/D-06.html
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トップダウンとボトムアップ
????????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
??????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
?????????????????
????????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
??????????????????
???????????????????
????????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
?????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
?????????????????????
???????????????????
??????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
???????????????????
??????????????5?????
???????????????????
????????????????????
環境に生きる人と人のつながり
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（2015年4月20日　地球研「はなれ」にて）
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生態系サービスの評価
栄養循環の見える化
循環型流域社会
地域住民
科学者
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エンパワーメント
研究プロセスへ地域知を取り込む
生態系サービスの評価
供給サービス
基盤サービス
調節サービス
文化サービス
悪い 標準 良いHuman-wellbeing
地域固有文化の価値認識
政策課
行政
地域の活性化
河川
農地
森林都市
湖沼
階層化された流域管理
社会的評価と
インセンティブ
栄養循環の向上
（幸せ）の向上
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栄養学から共食の社会的な意義
までを扱う「フ ドーウェイズ」
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考古学のデータを見直すことで、
考古学の教訓を現代に活かす
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プロジェクトリーダーに迫る！
?????????????????????????????????
話し手●????（地球研教授）
聞き手●????（地球研助教）＋?????（地球研プロジェクト研究員）
研究プロジェクト●地域に根ざした小規模経済活動と長期的持続可能性──歴史生態学からのアプローチ
（次ページに続く）
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プロジェクトリーダーに迫る！
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多様性
環境
移動
（人・物・情報）
技術革新
人口規模 社会階層化
人間活動の
影響
気候変動
祭祀・宗教
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??????????????? ???? ??はぶ・じゅんこ専門は環境考古学。国内外での研究生活を経て、 現在は地球研とカリフォルニア大学バークレー校の教授を併任。二〇一四年より、 研究プロジェクト「地域に根ざした小規模経済活動と長期的持続可能性──歴史生態学からのアプローチ」プロジェクトリーダー。かまたに・かおる専門は日本近世史。研究プロジェクト「高分解 古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索」プロジェクト研究員。二〇一四年から地球 に在籍。
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環境問題の根っこにある 
複雑に絡まった不平等の意識
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（2015年4月22日　地球研「はなれ」にて）
進行・編集●熊澤輝一＋鎌谷かおる
??????????????2009??
????????HP
http:// www.chikyu.ac.jp/fooddiversity/
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地球研こらむ
?????????
ね言っていたことが頭のなかで響く。そ
もそもぼくは地球環境問題をどう理解し
ているのか。
「教える」ことで原点に返る
　自分なりの「環境学」を構築するために
たよりにしたいのは、聞き手である高校生
である。
　この高校の、理系ではなく文系の生徒を
相手に授業を始めて、今年で3年めとなる。
地球研のスタッフによる講義を半年続け
て、後半は実習。実習では、生徒がみずから
課題を設定し、その課題についてみずから
が調査研究する。一年の最後には研究発
表会がある。
　発表会は楽しみである。「コモンズとし
ての猫」とか「動物からみた動物園」といっ
たことを研究課題としてとりあげている。
土壌の汚染を課題にしたグループは、最後
には陶芸家にインタビューをするように
なった。とんでもない飛躍のようだが、そ
こには彼らなりの筋道がある。常套句と
して地球環境問題を理解していた生徒が、
環境問題をそれぞれ自分のものとして捉
えようとしている。
　高校生の、こちらが不安になるほどのこ
の柔軟さと素直さを前にすれば、もしかし
て自分の滓
おり
とでもよぶべき知識を漉しと
ることができるかもしれない。そのあと
になにが残るのか。
　原点に返って、借りものではない自分の
ことばで、自分で考えたことを語る。環境
学という学問は、新たなデータや情報を、
体系的にまとめて知識にすることではな
いはずだ。知識を上手にため込んでゆく
のではなく、みずからがよりよく生きるた
めのあらたな知として再構成し、思考する
力にしてゆくことだ。得ることの多いのは
むしろ「教える側」のほうである。教えるこ
とで、濫喩の海を泳ぎ切ってみたいと思う。
とばが最初につかわれたのがいつなのか
わからないが、広く一般の人のあいだで意
識されるようになったのは、1992年の国
連の開発と環境に関する会議、いわゆるリ
オサミットのころだろう。きいてみると、
彼らが生まれたのは1998年。ものごころ
ついたころから、「地球環境問題」にさらさ
れ続けてきたことになる。
　ただ、地球環境問題そのものが身近なも
のかといえば、そうではない。地球のどこ
か遠くで起こっていることであり、知識と
しては知っているが、自分たちの問題だと
いう意識はあまりない。「酸性雨」という最
近はあまり聞かれなくなったことばが出
てくるのも、地球環境問題が知識化してい
ることを示している。当事者意識の薄さ
は、高校生にかぎったことでない。「地球環
境問題」の問題である。
　地球の環境の問題。「地球環境問題」とい
うことばは、問題の本質を見えにくくして
いる。地球の環境に問題があるのは、結果
であり現象である。問題を引き起こした
原因は、地球上で暮らすわれわれ一人ひと
りのそれぞれ生き方にある。人間の生き
方の問題として自分たちでどのように解
決してゆくのか、本来は一人ひとりが主体
となって問い続けなくてはいけない問題
である。「地球環境問題」という字面には、
どこか冷めて突き放した、無責任な客観性
が感じられる。
　だから「地球環境問題」が嫌いなのだろ
う。「公害」と名づけたことで、技術や制度、
企業の責任だけが問題とされ、経済発展を
優先した一人ひとりの当時の価値観が問
われなかったことを思い
だしてしまう。とはいえ、
すでにあまりに多くのこ
とを託したこのことばを
つかわないで、地球環境
問題をどのように理解し
てもらえるのか。「高校生
にわかるように」。初代の
所長の日髙先生がつねづ
　授業をしている。相手は高校生でテー
マは「地球環境問題」。
　若い聞き手だから、相手の知識に寄りか
かることはできない。環境問題にとりた
てて関心があるわけではないから、専門用
語によるごまかしはきかない。あらかじ
め資料を用意せずに、その場で考えたこと
をそのまま話す。高校生相手の授業には、
真っ白な紙を前にした期待と緊張がある。
　考えているときの癖で歩き回りながら
話をする。自分が「地球環境問題」という
ことばを嫌っていることに気づいた。
「地球環境問題」は
人間の問題
　地球環境問題ときいてなにを思い浮かべ
るのか三つ挙げてくださいと、事前にかん
たんなアンケートをしている。16人の生
徒の答えは、14人が挙げた「気候温暖化」
を筆頭に、「酸性雨」、「オゾン層の破壊」、「砂
漠化」、「森林破壊」と続く。ほかには「水質
汚染」、「大気汚染」、「海面上昇」、「生物の絶
滅」。「京都議定書」と答えた生徒も一人い
た。期待していた「おやっ」と思うような答
えはなく、ごく当たり前のものばかりだった。
　続けてその一つひとつについて質問し
てみる。「オゾン層の破壊」について、オゾ
ン層の役割、その原因物質のフロンガス、
それがどこでつかわれていたのかなど、恥
ずかしがりながらも正確に答えてくれる。
試験問題なら満点である。
　地球環境問題ということばは、つねに彼
らの身近なところにあるようだ。このこ
「地球環境問題」という濫喩
阿部健一（地球研教授）
あべ・けんいち
専門は環境人類学、相関地域学。総合地球環境学研究所研究高度化支援セン
ターコミュニケーション部門部門長・教授。2008年から地球研に在籍。???????????????????????????????
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を活かそうとしている。複数の
立ち位置を往復することからみ
えてくる現実を明らかにしよう
とするのだ。
　また、みずからもその地域の
一員であるので、研究活動の結
果は、たえず自分自身に返って
くる。研究者か当事者かとい
う線引きは明瞭ではなくなり、たんなる
フィールドとして切り取る認識は成りた
ちにくくなる。このような当事者性を有
することにより、地域の人びとの問いは自
身の研究の問いになんらかのかたちで変
換される。
　そして、研究することがなにかの活動を
生み、活動することがなんらかの研究を生
む。その過程で発見した諸問題を考察す
るのである。研究活動と地域活動は、たえ
ず循環している。
協働的な知の形成にむけて　
　レジデント型研究者は、第三者の立ち位
置にいるわけではない。研究する主体と
研究される対象という区分は溶解してい
るかのようだ。それは、客観性、再現性、一
般性を志向する科学の視点からすると、異
端にみえるかもしれない。しかし、かなら
ずしも科学的な方法と対立するものでは
ないだろう。むしろ、科学という一つの立
ち位置ではみえにくいものをみるための
一つの方法論が、レジデント型研究といっ
たほうがよいかもしれない。
　特定の関係者に肩入れするのでもなく、
外野から評論家的な意見を発するのでも
ない。たえず、複数の立ち位置を行き来し
ながら、研究と活動の循環を促すことで、
関係者とともに考えてゆく。その過程で
みずからの当事者性を確認する。ここに、
環境問題の解決にむけた協働的な知の形
成の方法論の一つが示されているように
思えてくるのである。
相互的な関係が、論文などの成果に反映さ
れることは稀であり、研究者はフィールド
における自身の存在をまるでなかったが
ごとく扱ってしまいがちである。
　被害と加害との関係が明確ではない問
題にかかわる場合であるからこそ、研究者
は自分自身の立ち位置をかなり意識的に、
たえず問いなおすことが必要なのではな
いか。なにが解決に資するのかは、それほ
ど明快ではないからである。
レジデント型研究 
という立ち位置
　私はいま、持続可能な社会の形成にむけ
て、知が果たす役割の研究をすすめてい
る。具体的には、居住した地域の課題解決
にむけた研究活動と地域活動を行なうと
いう特質をもつ「レジデント型研究者」た
ちに注目している。じつは、私自身もレジ
デント型研究者としての経験を重ねてき
た。兵庫県但馬地方で暮らしながらコウ
ノトリの野生復帰にむけた実践的な研究
にたずさわってきたからである。研究者
でもあり野生復帰を推進する実践者でも
あり、かつ一人の地域住民でもあった私自
身の経験を重ねながら、レジデント型研究
者たちの経験を聞き取ることで、第三者的
ではない立ち位置からの研究の可能性が
きこえてくる。
　たとえば、レジデント型研究者は研究者
と地域住民といった複数の立場を往復し
ている。居住する地域に深くかかわり、地
域の思考法や価値観を共有しながら、みず
からが居住する地域の生活のなかで専門性
　かつて環境学者の宇井 純＊は「公害に
第三者はいない」と喝破した。被害者と
加害者とのあいだに圧倒的な力の差が
あるなかで、第三者を名乗るのは、加害
者側に立つことにほかならないと批判
したことばだ。さらに、批判の矢は科学
が中立でありうると思い込むことにも
むけられた。
　被害者と加害者が多層的な地球環境問
題の解決に資する研究にむけ、地球研の研
究者たちはどのような立ち位置から研究
を行なえばよいのだろうか。宇井のこと
ばは、このことを突きつけているように思
えてならない。
フィールドからの問い
　どちらかというと被害者と加害者が明
確ではない環境問題にかかわってきた私
でも、フィールドで、以下のような問いを
投げかけられたことが幾度もある。「あな
たの研究はそれなりにおもしろい。では、
その研究がここに暮らす私たちにとって、
どんな意味があるのか？　私たちが抱え
ている環境問題の解決にどのように役に
たつのか？」と。
　なんのための研究かという問いは、解決
に資する研究が求められるなか、さまざま
なフィールドで発せられているにちがい
ない。研究者が研究を行なうことは、好む
と好まざるとを問わず、その地域の人びと
になんらかの影響を与えている。人びと
からなんらかの期待を寄せられることも
あろう。地域住民を観察しているつもり
の研究者が、逆に地域住民に観察されてい
たりする。
　地域の人びとは「この人は自分の研究だ
けをしにきたのか、それとも私たちの問題
の解決にかかわろうとしているのか」を見
定めているのである。研究する主体と研
究される対象は、それほど明確に区分でき
るわけではないにもかかわらず、こうした
協働的な知の形成にむけて
菊地直樹（地球研准教授）
きくち・なおき
専門は環境社会学。研究プロジェクト「地域環境知形成による新たなコモン
ズの創生と持続可能な管理」共同リーダー。2013年から地球研に在籍。
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対立する人びとの心をつなぐもの
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????プロジェクト研究員
現場を歩くことの意味
ソンコから教わったこと
せきの・のぶゆき
専門は環境社会学。研究プロジェクト「統合的水資
源管理のための『水土の知』を設える」プロジェクト
研究員。2014年から地球研に在籍。
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ア トーと環境問題研究の
共通項
和出伸一
（管理部企画連携課連携推進室広報係 事務補佐員）
■ OB からひとこと
?? ??????????????
和出君のデザインは、キレイじゃない。かならず
ひっかかる。デザイナーでなく美術作家だからで
もあるけれど、このひっかかりに多くの人が惹か
れている。それは彼の個性でもあるし、じつはだ
れもが抱きながら見逃している内なる光景でもあ
る。地球研在籍当時、そんな彼といっしょに、しば
しばフライヤーを考えた。文字組みや絵柄から、
紙質や寸法、形状まで、すこしでもよいものをつ
くろうと頭をひねりあったあの時間は、ほんとう
に懐かしく、いまも幸せな記憶としてあります。
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■略歴　大学卒業後、大学図書館勤務、
フリーランスなど経て現職。
■趣味　散歩
■最近の関心事　アニメーションづくり
??
??  ???? ?? ??????????????
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グロ バールとローカルを行き来する
内藤大輔
（国際林業研究センター 研究員）
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昭和堂、2015年
『人は火山に何を見るのか
  ──環境と記憶／歴史』
???? ?
出会いから共同体へ
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表 紙 は 語 る
連綿と続く棚田群に、
持続可能性のヒントをみる
ダニエル・ナイルズ（研究推進戦略センタ  ー准教授）
　未来の持続可能な農業はどうなるの
か。だれが、どこで、なにをつくること
になるのか。生態系と水供給との関係は
どうなるか。こうした農業と食に関する
疑問は根本的な問題でありながらも、い
まだに解決されていません。
　2014年4月に私は世界農業遺産の科
学委員会メンバーの一人として、中国
の紅河ハニ棚田群を視察してきました。
16,500m2に拡がり、これまで私が見た
棚田のなかでももっとも印象的でした。
世界遺産にも登録されています。
　1,300年前にハニ族はほかの民族とと
もに、巧妙な水路と農業システムによっ
てこの乾燥した土地を水田にすることが
できました。
　この棚田の主要産物はおいしくて、栄
養たっぷりの赤米です。また、アヒルや
魚などの生産地にもなります。赤米は野
菜と薫製された豚、山頂の森で収穫され
たシダの新芽や花やキノコなどと混ぜて
料理されています。
　赤米の棚田は古い農業システムです
が、多くの人びとの食文化の基盤であ
り、また生物多様性と生態系を守ってい
ます。農業は自然の可能性を高めること
ができるという好例です。じつは、未来
の持続可能な農業のヒントがそこに潜ん
でいるのかもしれません。
●表紙の写真は、「2014年 地球研写真コンテスト」の応募写真です（佳作賞）。
撮影：2014 年 4 月
中国　紅河ハニ棚田
?????????? ????????
????????????????????
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